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白ばらの由来 

              

     

今
年
度
の
白
バ
ラ
講
座
は
、
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
笠
井
信
輔

（
か
さ
い
し
ん
す
け
）
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
す
。 

 

笠
井
さ
ん
は
、
早
稲
田
大
学
を 

卒
業
後
、
1987
年
４
月
に
フ
ジ
テ
レ 

    

    

ビ
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
入
社
。 

「
と
く
ダ
ネ
！
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー

を
20
年
務
め
、
東
日
本
大
震
災
の

取
材
で
は
現
地
に
１
か
月
ほ
ど
滞

在
。
2019
年
９
月
に
33
年
勤
め
た 

フ
ジ
テ
レ
ビ
を
退
社
し
フ
リ
ー
ア 

    

ナ
ウ
ン
サ
―
に
転
身
さ
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
２
か
月
後
「
悪
性
リ 

ン
パ
腫
」
と
い
う
血
液
の
が
ん
が

判
明
。
４
か
月
半
の
入
院
、
抗
が

ん
剤
治
療
で
「
完
全
寛
解
」
と
な

り
仕
事
に
復
帰
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

病
気
後
は
「
が
ん
」
の
知
識
を 

普
及
す
る
た
め
の
活
動
に
も
力
を

入
れ
、
現
在
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

出
演
と
幅
広
く
ご
活
躍
を
さ
れ
て

い
ま
す
。 

こ
の
た
び
は
朝
の
さ
わ
や
か
な 

顔
と
し
て
お
馴
染
み
の
笠
井
さ
ん

に
、
東
日
本
大
震
災
の
際
の
取
材 

  

         

               

      

 

 

 

皆
様
に
は
、
枚
方
市
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
の
活
動
に
対
し
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
４
月
に
は
、
統
一
地
方
選

挙
（
大
阪
府
知
事
選
挙
・
大
阪
府 

      

議
会
議
員
選
挙
・
枚
方
市
議
会
議

員
選
挙
）
が
あ
り
、
９
月
に
は
枚

方
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

日
頃
は
選
挙
管
理
委
員
会
と
連

携
し
て
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
様
に
、
学
校
で
の
出
前

授
業
や
実
際
の
選
挙
で
使
用
す
る

記
載
台
や
投
票
箱
を
校
内
選
挙
な 

ど
に
貸
し
出
し
し
て
啓
発
を
行
っ 

現
場
で
の
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い

体
験
の
数
々
と
壮
絶
な
闘
病
経
験

等
に
つ
い
て
『
生
き
る
力
』
と
題

し
ま
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

て
い
ま
す
。 

啓
発
活
動
は
、
一
朝
一
夕
に
結

果
が
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
推
進
委
員
さ
ん
と
明
る
い
・

き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご

協
力
と
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

な
ぜ
白
ば
ら
が
明
る
い
選

挙
の
シ
ン
ボ
ル
・
マ
ー
ク
な
の

で
し
ょ
う
か
？ 

「 

白
ば
ら
」は
、
大
正
後
半

の
普
通
選
挙
獲
得
運
動
や
、

昭
和
12
年
の
東
京
市
政
浄
化

運
動
達
成
の
シ
ン
ボ
ル
・マ
ー

ク
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
選

挙
に
ち
な
む
先
人
の

祈
り
を
受
け
継
い
で

「 

白
ば
ら
」に
明
る

い
選
挙
の
願
い
を
表

し
た
も
の
で
す
。 

 
枚方市明るい選挙推進協議会機関紙 

第47号（令和5年9月） 

［発行］  

枚方市明るい選挙推進協議会 

枚方市大垣内町2丁目1番20号 

枚方市選挙管理委員会事務局内 

 電話 （ 072）841－1532 

FAX （072）844－3479 

［編集］ 

 機関紙白ばら発行委員会 

ご 

挨 

拶 

 

枚
方
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

会
長 

 

菊
井 

絹
代 

第
49
回
白
バ
ラ
講
座 

『 
 
 

生 
 

き 
 

る 
 

力 
 
 

』 

 

予 告 

白井
し ら い

 千
ち

香
か

さん 白井
し ら い

 千
ち

香
か

さん 

講師 

令和５年 

１１月２１日（火） 
午後２時００分～ 

入場無料 先着７８０名 

枚方市総合文化芸術センター本館 

  (関西医大 大ホール） 

きれいな選挙五つの提唱 
 

 

1.よく見、よく聞き、よく考えて投票しましょう 

2.選挙法を守らない候補者はボイコットしましょう 

3.わたしたちの代表の活動を常に見守りましょう 

4.議員などからの祝儀、花輪などはぜったいにもら 

わないようにしましょう 

5.議員などに祭りや団体旅行などの寄附をぜったい 

にねだらないようにしましょう 

笠井
か さ い

 信
しん

輔
すけ

さん 
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感謝状贈呈 

 

 
落語による講演（大槻氏） 

 
来賓祝辞 

 
受付の様子 

    

令
和
５
年
５
月
16
日(

火)

枚

方
市
総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
別

館
誠
信
建
設
工
業
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
枚
方
市
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

４
月
は
大
阪
府
知
事
・
大
阪
府

議
会
議
員
・
枚
方
市
議
会
議
員
の

選
挙
月
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
総

会
開
催
は
５
月
に
な
り
ま
し
た
。 

 

午
後
１
時
30
分
に
開
会
、
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
当
会
に
10
年
間

在
籍
さ
れ
た
７
名
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
臨
席
さ

れ
ま
し
た
伏
見
市
長
代
理
の
長
沢

副
市
長
、
大
森
選
挙
管
理
委
員
長

か
ら
永
年
に
わ
た
る
活
動
と
貢
献

に
対
す
る
敬
意
と
今
後
の
更
な
る

発
展
に
期
待
し
て
い
ま
す
と
祝
辞

を
受
け
た
後
、
本
年
度
の
議
題
審

議
に
入
り
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
議
長
選
出
の
後
、
第
１

号
「
令
和
４
年
度
事
業
実
施
報
告

に
つ
い
て
」、
第
２
号
「
令
和
５
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」
ど
ち
ら

も
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

休
憩
の
後
、
講
演
会
に
移
り
ま

し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
」
で
、

講
師
は
市
民
生
活
部
市
民
課
の
大

槻
彰
さ
ん
と
山
口
友
寛
さ
ん
で
し

た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
安

全
性
、
必
要
性
、
ど
ん
な
こ
と
に

気
を
付
け
れ
ば
い
い
の
か
等
、
大

変
分
か
り
や
す
い
講
演
で
し
た
。 

 

最
後
に
、
副
会
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
午
後
３
時
30
分
に
閉
会
し

ま
し
た
。 

  

在
会
10
年
の
感
謝
状
贈
呈
者 

 
蹉
跎
校
区 

 

田
中 

千
代
子 

蹉
跎
東
校
区 

蝼
川
内 

剛 

春
日
校
区  

大
田 

和
良 

開
成
校
区 

 
大
西 

潔 

船
橋
校
区   

今
吉 
信
夫 

船
橋
校
区 

 

紺
谷 
信
幸 

菅
原
東
校
区 

辻
野 

鈴
美 

    

10
年
在
会
感
謝
状
を
頂
い
て 

【
開
成
校
区
】
大
西 

潔 

 

こ
の
度
の
表
彰
に
つ
き
ま
し
て

心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
に
選

ば
れ
も
う
そ
ん
な
年
月
に
な
っ
た

か
と
、
年
の
進
み
に
驚
く
次
第
で

す
。 昔

は
70
％
を
超
え
る
投
票
率
。

今
は
50
％
台
と
国
民
の
政
治
意

識
が
薄
ら
い
で
い
る
こ
と
に
、
少

し
で
も
関
心
の
持
て
る
、
魅
力
あ

る
協
議
会
に
と
思
い
つ
つ
今
日
に

至
り
ま
し
た
。 

選
挙
と
い
う
言
葉
か
ら
民
主
的

に
自
ら
の
考
え
で
、
次
世
代
を
導

く
、
人
を
選
ぶ
、
権
利
を
持
つ
そ

の
根
源
の
仕
事
等
の
お
手
伝
い
、

重
み
を
充
分
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

枚
方
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
の
増
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お

祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。 

  

選
挙
物
品
貸
し
出
し 

 

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、青
少

年
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

生
徒
会
等
の
校
内
選
挙
を
行
う

際
な
ど
に
、
実
際
の
選
挙
で
使

用
し
て
い
る
「
投
票
箱
」
や
「
記

載
台
」
な
ど
の
選
挙
物
品
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

       

ご
希
望
の
際
に
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

令
和
５
年
度 

 
総
会
を
開
催 
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枚方市の入選作品を展示 

 

模擬投票の様子 

 

                  

          

                             

 

ポ
ス
タ
ー 

コ
ン
ク
ー
ル 

 

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
等

が
主
催
す
る
、
令
和
４
年
度
明
る

い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
に
、
枚
方
市
で
は
、
小
学
校
の

部
100
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

枚
方
市
が
選
ん
だ
入
選
作
品
５

点
の
中
か
ら
、
枚
方
第
二
小
学
校

の
松
野
藍
子
さ
ん
が
大
阪
府
の
二

次
審
査
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

枚
方
市
の
入
選
作
品
は
、
12
月

末
に
市
役
所
別
館
入
口
で
展
示
し

ま
し
た
。
枚
方
市
選
挙
管
理
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
作
品
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
設
け
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。 

 

若
年
層
啓
発 

小
学
校
出
前
授
業 

 

６
月
29
日
中
宮
小
学
校
に
て

６
年
生
３
ク
ラ
ス
77
名
を
対
象

に
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
の
職

員
に
よ
る
出
前
授
業
が
実
施
さ
れ
、

私
た
ち
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

か
ら
も
参
加
し
ま
し
た
。 

「
枚
方
市
長
に
な
っ
た
ら
」
を

テ
ー
マ
に
班
ご
と
に
意
見
発
表
の

後
、
実
際
に
選
挙
時
に
使
用
さ
れ

る
記
載
台
や
投
票
箱
を
使
い
模
擬

投
票
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
か
ら

「
安
全
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
」「
子
育
て
支
援
」
な
ど
活
発

な
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
自
分
た
ち
の
将
来
へ

の
願
い
が
政
治
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
18
歳
に
な
っ
た
ら
是
非
投
票

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

                        

答
え
は
４
ペ
ー
ジ 

 

投票所でのルールとマナー 

Q＆A 

Ｑ 投票管理者・投票立会人は誰でもできるの？ 
 
Ａ 投票管理者は投票所において投票事務全般を管理執行すること、投票立会人は投票が行われる際に

投票事務の執行が公正に行われるよう立ち会うことが役目です。 
枚方市では各地域の自治会や明るい選挙推進協議会の委員等で選出されています。 

  例えば選挙権があれば、地域にお住まいの大学生も投票立会人として従事することができます。 

正しく公平な選挙を 

おこなうための 

 

 
 ★ 選挙クイズ ★ 
№１ 
 
同じ苗字で名前が違う
者が立候補した時に、
投票用紙に苗字だけを
記載し投票すると無効
になるでしょうか。 

  
★ 選挙クイズ ★ 

№３ 
 

参議院議員の定数は
248 人ですが、３年毎
に半数が入れ替わり
ます。そこで比例代表
では何人入れ替わる
でしょうか。 

  
★ 選挙クイズ ★ 

№２ 
 

期日前投票はいつから
始まったでしょうか。 
Ａ．平成 5年 
Ｂ．平成 15 年 
Ｃ．平成 25 年 

Ｑ 投票用紙の記入時、候補者の名前を忘れてしまった！選挙公報をみてもよい？ 
 
Ａ 選挙公報の内容が他の選挙人の目にとまれば、勧誘する等と同様の影響が出る恐れがありますの

で、基本的に選挙公報を投票所に持ち込むことはご遠慮いただいています。 
   

 
大切な一票を、守り活かすため、 

有権者の皆さまにはご理解とご協力をお願いいたします。 
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【 令和５年度 校区推進委員会 開催状況 】 

日 付 ブロック名(校区名) 
参加 

人数 

6 月 11 日(日) 樟葉(樟葉,樟葉南,樟葉西,樟葉北,船橋) 38 

6 月 15 日(木) 牧野(牧野,殿二,西牧野) 14 

6 月 17 日(土) 明倫(明倫,中宮,山田,山田東) 23 

6 月 18 日(日) 桜丘(桜丘,桜丘北) 21 

6 月 20 日(火) 蹉跎(蹉跎, 蹉跎西, 蹉跎東) 23 

6 月 24 日(土) 春日(春日,香陽,川越,東香里) 30 

6 月 25 日(日) 高陵(高陵,中宮北,磯島,殿一,小倉) 42 

6 月 25 日(日) 西長尾校区 16 

7 月 2 日(日) 香里(香里,五常,開成,山之上) 33 

7 月 2 日(日) 田口山校区 18 

7 月 6 日(木) 枚二(枚二,枚方,伊加賀) 21 

7 月 8 日(土) 菅原(菅原,菅原東,藤阪,長尾) 27 

7 月 22 日(月) 招提校区・平野校区 15 

7 月 29 日(月) 津田(津田,津田南,氷室) 21 

 

★選挙クイズ 答え★ 
№１ 無効にはなりません。 
候補者の中に同じ氏名、氏または名の候補者が２名以上いる場合で、投票用紙にそ

の氏名、氏または名のみを記載した投票があったときはそれぞれの候補者の有効投

票数に応じて票が按分されます。 

№２ Ｂ．平成 15 年 
平成 15 年に法改正されました。枚方市では平成 16 年の大阪府知事選挙で初めて期

日前投票が執行されました。 

№３ 50 人 
参議院選挙では２種類の方法で当選者が決まります。令和４年度に執行された参議

院選挙では選挙区選挙で 74 人、比例代表選挙で 50 人が当選されました。 

 

蹉跎ブロック校区推進委員会 

【
桜
丘
ブ
ロ
ッ
ク
】

6/18
開
催 

 

桜
丘
北
小
学
校
に
て
、
21
名
が

出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。 

 

初
め
に
副
会
長
が
挨
拶
さ
れ
、

続
い
て
常
任
委
員
と
推
進
委
員
に

よ
り
手
引
き
の
読
み
合
わ
せ
を
行

い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
意
見
交
換
を
行
い
、
啓

発
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
再
考
す
る
必 

   

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
や
成
人
式
に
啓
発
物
品
を
配

っ
た
ら
選
挙
へ
の
意
識
が
高
ま
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
で

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
昨
年
度
の
校
区
推
進

委
員
会
質
疑
の
応
答
、
選
挙
ク
イ

ズ
、
豆
知
識
の
読
み
合
わ
せ
を
行

い
終
了
し
ま
し
た
。 

 

【
蹉
跎
ブ
ロ
ッ
ク
】

6/20
開
催 

蹉
跎
生
涯
学
習
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
午
前
10
時
よ
り
委
員

23
名
が
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。

副
会
長
挨
拶
の
後
、
出
席
者
全
員

自
己
紹
介
を
行
っ
た
後
、
校
区
推

進
委
員
会
の
手
引
き
を
常
任
委
員

が
分
け
て
読
み
、
明
る
い
選
挙
推

進
活
動
の
役
割
、
組
織
の
仕
組
み

等
を
学
び
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
校
区
ご
と
で
話
し
合

い
を
持
ち
ま
し
た
。
直
近
の
選
挙

で
の
投
票
率
の
低
さ
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
そ
れ
を
上
げ
る
た
め
に
は

投
票
済
証
の
活
用
や
ひ
ら
か
た
ポ

イ
ン
ト
の
活
用
、
若
者
の
投
票
率

向
上
の
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
等
々
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
ク
イ
ズ
を
行
い
幹
事
挨
拶
で

終
了
し
ま
し
た
。 

【
高
陵
ブ
ロ
ッ
ク
】

6/25
開
催 

御
殿
山
生
涯
学
習
美
術
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
午
前
10
時
30
分

よ
り
開
催
、
42
名
の
方
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。
初
め
に
、
副
会
長
・

幹
事
が
挨
拶
、
続
い
て
常
任
委
員
、

推
進
委
員
が
挨
拶
、
そ
し
て
校
区

推
進
委
員
会
の
手
引
き
を
一
項
目

ご
と
に
常
任
委
員
が
読
み
あ
げ
、

学
び
、
そ
の
後
、
校
区
ご
と
に
分

か
れ
て
常
任
委
員
を
中
心
に
話
し

合
い
色
々
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま

し
た
。
①
投
票
所
に
行
か
な
く
て

も
投
票
で
き
な
い
か
、
②
出
前
授

業
を
行
っ
て
い
る
が
若
年
層
の
投

票
率
が
上
が
っ
て
い
る
の
か
、
③

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
の
効
果
に
つ
い

て
。
一
人
が
何
個
も
受
け
取
っ
て

い
る
等
、
色
々
な
話
し
が
あ
り
ま

し
た
。
全
体
的
な
感
想
と
し
て
地

域
の
自
治
会
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
に
も
私
達
の
活
動
を
知

っ
て
い
た
だ
く
必
要
も
あ
る
の
で

は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
知
っ
て

い
た
だ
き
各
家
族
で
投
票
の
話
し

合
い
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

 
最
後
に
副
会
長
挨
拶
で
終
了
し

ま
し
た
。 

編
集
後
記 

今
年
度
は
統
一
地
方
選
挙
の

年
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
に
は
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

「
機
関
紙
白
ば
ら
47
号
」
は 

「
読
み
や
す
い
白
ば
ら
」
を
目
指

し
て
委
員
共
々
編
集
作
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。 

無
事
発
行
に
感
謝
致
し
ま
す
。 

校
区
推
進
委
員
会 

 

左
記
の
日
程
で
各
校
区
合
同
で
校
区

推
進
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 


